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今
日
の
対
戦
相
手
で
あ
る
横
河
武

蔵
野
Ｆ
Ｃ
は
昨
年
度
総
合
六
位
の
成

績
。
マ
ル
ヤ
ス
と
の
対
戦
は
武
蔵
野

の
一
勝
一
分
だ
っ
た
。

ホ
ン
ダ
、
ソ
ニ
ー
と
並
び
第
一
回

か
ら
Ｊ
Ｆ
Ｌ
に
参
戦
し
て
い
る
古
豪

で
あ
り
、
群
雄
割
拠
の
東
京
都
で
確

か
な
存
在
感
を
見
せ
て
い
る
。
過
去

の
最
高
成
績
は
平
成
二
十
一
年
の
二

位
。
平
成
二
十
四
年
に
は
、
天
皇
杯

で
Ｆ
Ｃ
東
京
を
撃
破
す
る
大
金
星
を

挙
げ
た
。

今
年
の
成
績
こ
そ
振
る
わ
な

い
が
、
高
い
経
験
値
を
誇
る
難

敵
で
あ
る
。

行発 日七月六 年七二成平

13位 ＦＣマルヤス岡崎
２勝３分９敗 勝ち点９

対

12位 横河武蔵野ＦＣ

４勝２分８敗 勝ち点14

【対戦成績：マルヤス０勝１分１敗】

今
年
度
の
１
ｓ
ｔ
ス
テ
ー
ジ

最
終
戦
と
な
る
今
節
。
良
い
形

で
締
め
く
く
り
、
２
ｎ
ｄ
ス

テ
ー
ジ
へ
向
か
い
た
い
。

マ
ル
ヤ
ス
は
前
節
で
連
敗
に

歯
止
め
。
シ
ュ
ー
ト
数
で
は
圧

倒
さ
れ
た
が
、
ス
コ
ア
レ
ス
ド

ロ
ー
は
大
き
な
収
穫
で
あ
る
。

熾
烈
な
一
位
争
い
を
繰
り
広
げ

る
八
戸
、
ソ
ニ
ー
の
東
北
勢
と

は
死
闘
を
演
じ
た
だ
け
に
、
力

を
存
分
に
発
揮
す
れ
ば
決
し
て

ひ
け
を
と
ら
な
い
は
ず
だ
。

対
す
る
武
蔵
野
は
、
歯
痒
い

状
況
を
脱
せ
な
い
ま
ま
今
節
を

迎
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
大
き

な
要
因
の
一
つ
に
、
ア
ウ
ェ
イ

で
未
勝
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
ま
ま
１

ｓ
ｔ
ス
テ
ー
ジ
を
終
え
る
こ
と

は
避
け
た
い
は
ず
だ
。

豊
田
市
運
動
公
園
の
最
寄
駅

は
猿
投
。
名
鉄
三
河
線
の
終
着

駅
で
あ
り
、
同
時
に
始
発
駅
で

も
あ
る
。
今
シ
ー
ズ
ン
運
動
公

園
で
は
二
試
合
の
み
の
開
催
と

な
る
が
、
そ
の
試
合
は
１
ｓ
ｔ

ス
テ
ー
ジ
最
終
戦
と
２
ｎ
ｄ
ス

テ
ー
ジ
開
幕
戦
だ
。
マ
ル
ヤ
ス

に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ

二
試
合
。
ホ
イ
ッ
ス
ル
と
い
う

名
の
発
車
ベ
ル
が
、
今
鳴
り
響

く
。

終
着
駅
は
始
発
駅

木
綿
伸
顕

香
川
伸
顕

戦
国
時
代
の
著
名
な
合
戦

の
一
つ
に
、
織
田
・
徳
川
の

連
合
軍
が
見
事
な
撤
退
戦
を

見
せ
た
「
金
ヶ
崎
の
退
き

口
」
が
あ
る
。
舞
台
と
な
っ

た
の
は
現
在
の
福
井
県
敦
賀

市
。
そ
の
敦
賀
で
生
ま
れ

育
っ
た
の
が
、
チ
ー
ム
の
副

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
香
川

伸
顕
だ
。

彼
は
自
ら
の
強
み
を
「
使

い
勝
手
の
良
さ
」
と
話
す
。

元
々
ボ
ラ
ン
チ
で
プ
レ
ー
し

て
い
た
が
、
最
近
は
左
右
の

サ
イ
ド
バ
ッ
ク
と
し
て
の
出

場
が
多
い
。
両
足
で
の
キ
ッ

ク
と
併
せ
て
、
万
能
性
の
高

さ
で
チ
ー
ム
に
貢
献
し
て
い

る
。
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の
一
人

と
し
て
は
「
他
の
副
キ
ャ
プ

テ
ン
と
は
違
う
役
割
を
担
え

る
よ
う
に
意
識
し
て
い
る
」

と
語
っ
た

。
そ
の
役
割
と

は
「
選
手
同
士
の
橋
渡
し
に

な
る
こ
と
」
だ
。
山
村
監
督

も
、
彼
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
と

し
て
の
素
質
を
高
く
評
価
し

て
い
る
。

先
述
し
た
「
金
ヶ
崎
の
退

き
口
」
で
名
を
上
げ
た
の
は
、

か
の
豊
臣
秀
吉
。
こ
の
戦
い

で
秀
吉
は
自
陣
の
最
後
尾
と

な
る
殿(
し
ん
が
り)

を
務
め
、

作
戦
の
成
功
に
大
き
く
貢
献

し
た
。
秀
吉
は
武
将
と
し
て

「
木
綿
の
よ
う
に
使
い
勝
手

が
良
い
」
と
い
う
こ
と
か
ら

「
木
綿
藤
吉
」
と
称
さ
れ
、

他
者
を
惹
き
つ
け
る
言
動

か
ら
「
人
た
ら
し
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
。
最
後
列
で

チ
ー
ム
の
為
に
奮
戦
す
る
様

子
、
任
さ
れ
た
役
割
を
全
う

す
る
順
応
性
の
高
さ
、
そ
し

て
明
る
い
性
格
で
士
気
を

高
揚
さ
せ
る
「
人
た
ら
し
」

と
し
て
の
一
面
。
ど
れ
も
秀

吉
の
そ
れ
と
瓜
二
つ
で
あ

り
、
ま
さ
に
「
木
綿
伸
顕
」

と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
。

秀
吉
の
振
る
舞
い
の
裏

に
は
計
算
さ
れ
た
知
略
が

あ
り
、
そ
れ
を
以
て
天
下
統

一
を
果
た
し
た
こ
と
は
周

知
の
事
実
。
時
に
戯
け
な
が

ら
も
常
に
チ
ー
ム
の
こ
と
を

考
え
る
香
川
伸
顕
の
存
在

は
、
Ｆ
Ｃ
マ
ル
ヤ
ス
岡
崎
の

勝
利
に
必
要
不
可
欠
だ
。

○
香
川
伸
顕
○

福
井
県
出
身
。
尾
関
学
園
高

校
を
卒
業
後
、
福
井
工
業
大
学

へ
進
学
。
大
学
卒
業
と
共
に
当

時
東
海
リ
ー
グ
所
属
だ
っ
た
マ

ル
ヤ
ス
へ
加
入
。

F
C
マ
ル
ヤ
ス
岡
崎

対

横
河
武
蔵
野
Ｆ
Ｃ

第

回

J
F
L

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ

第

節

１７

1     5

15時00分
試合開始

やまむら

舶来の風を貴方に・・・ 狭いスペースを有効活用！
攻めの投資をしませんか？

地主園商事超 まるこす百貨店 土地
活用
なら



武
蔵
野
市
は
文
化
芸
能
の
世

界
で
活
躍
す
る
有
名
人
を
数
多

く
輩
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
も
異
彩
を
放
っ
て
い
る
の
が

俳
優
の
田
口
ト
モ
ロ
ヲ
さ
ん
だ
。

デ
ビ
ュ
ー
後
し
ば
ら
く
は
サ

ブ
カ
ル
、
ア
ン
グ
ラ
方
面
で
の

活
動
が
目
立
ち
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
「
玄
人
好
み
」
と
い
う

言
葉
が
似
合
う
存
在
だ
っ
た
田

口
さ
ん
。
そ
ん
な
彼
の
名
を
一

躍
世
間
に
広
め
た
の
は
、
か
つ

て
N
H
K
で
放
送
さ
れ
て
い
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
～
挑
戦
者
た
ち

～
」
で
あ
る
。
淡
々
と
し
た
中
に

も
情
熱
を
感
じ
さ
せ
る
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
番
組
に
コ
ク
を
与
え
、

そ
の
名
調
子
で
視
聴
者
の
感
動

を
誘
っ
た
。
五
年
間
で
百
八
十

七
回
と
い
う
放
送
回
数
は
、
彼

の
声
が
な
け
れ
ば
な
し
得
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。

俳
優
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、

映
画
監
督
や
バ
ン
ド
ヴ
ォ
ー
カ

ル
と
し
て
の
顔
を
持
つ
田
口
さ

ん
。
今
秋
に
は
自
身
三
作
目
の

監
督
作
品
と
な
る
映
画
「
ピ
ー

ス
・
オ
ブ
・
ケ
イ
ク
」
が
公
開

予
定
。
是
非
お
楽
し
み
に
。

次回
ホームゲーム

先
の
記
事
中
に
登
場
し
た

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
～
挑
戦
者

た
ち
～
」
は
、
偉
業
を
成
し
遂
げ

た
市
井
の
人
々
を
紹
介
す
る
番

組
で
あ
る
。
多
種
多
様
な
放
送

内
容
の
中
に
は
愛
知
県
が
舞
台

と
な
っ
た
物
も
あ
る
が
、
そ
の

一
つ
が
「
名
古
屋
城
再
建
金
の

シ
ャ
チ
ホ
コ
に
託
す
」
だ
。

尾
張
徳
川
家
の
象
徴
で
あ
る

名
古
屋
城
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
終
戦
間
際
の
空
襲
に
よ
り
甚

大
な
被
害
を
受
け
る
。
在
り
し

日
の
姿
を
焼
失
し
た
名
古
屋
城
。

終
戦
後
、
そ
の
再
建
に
向
け
た

機
運
が
高
ま
る
。
資
金
は
市
民

の
手
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
、
い

よ
い
よ
着
工
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
た
。

し
か
し
、
再
建
工
事
に
は
多

数
の
難
題
が
立
ち
は
だ
か
る
。

と
り
わ
け
城
の
代
名
詞
で
も
あ

る
金
鯱
の
作
成
は
困
難
を
極
め

た
。
製
造
に
は
鎚
金
と
呼
ば
れ

る
技
法
が
必
要
だ
が
、
戦
争
の

影
響
に
よ
り
既
に
職
人
の
姿
は

な
い
。
ま
た
、
当
初
予
算
の
四

分
の
一
し
か
資
金
を
使
え
な
い

こ
と
が
発
覚
し
、
葉
書
よ
り
も

薄
い
金
箔
を
用
い
る
必
要
に
迫

ら
れ
た
。

こ
の
他
に
も
様
々
な
難
題
が

発
生
し
、
計
画
は
瀬
戸
際
を
迎

え
る
。
し
か
し
、
人
々
の
熱
き

心
と
尽
力
で
遂
に
は
再
建
を
果

た
す
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
で

は
紹
介
し
き
れ
な
い
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
是
非
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

ご
覧
頂
き
た
い
。

武
蔵
野
生
ま
れ
の
名
優

田
口
ト
モ
ロ
ヲ

今
節
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

○
選
手
と
遊
ぼ
う
企
画
第
八
弾

選
手
と
一
緒
ス
コ
ア
予
想

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
の
新
た

な
恒
例
行
事
と
な
っ
た
選
手

と
遊
ぼ
う
企
画
。
今
日
は
選

手
た
ち
と
一
緒
に
、
こ
の
試

合
の
ス
コ
ア
を
予
想
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
的
中
さ
れ
た

方
の
中
か
ら
抽
選
で
二
名
様

に
「
Ｆ
Ｃ
マ
ル
ヤ
ス
岡
崎

セ
ッ
ト
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

刻

十
四
時
～
十
五
時

於

グ
ッ
ズ
シ
ョ
ッ
プ
脇

○
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
カ
ー

メ
ニ
ュ
ー
大
募
集

Ｔ
ｅ
ａ
Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
Ｓ
ｉ

ｍ
ａ
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
出
店
中
の
ケ
ー
タ

リ
ン
グ
カ
ー
。
そ
の
販
売
メ

ニ
ュ
ー
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
皆

様
か
ら
大
募
集
中
で
す
！

刻

試
合
開
始
ま
で

於

入
場
口
正
面
の
投
票
所

○
試
合
後
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

今
日
は
１
ｓ
ｔ
ス
テ
ー
ジ
最
終

戦
。
激
闘
を
振
り
返
る
と
共
に
、

２
ｎ
ｄ
ス
テ
ー
ジ
へ
の
意
気
込
み

を
監
督
、
選
手
に
伺
い
ま
す
。

刻

試
合
終
了
直
後

於

ス
タ
ン
ド
前

○
ウ
ェ
ル
カ
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
サ
ー
ビ
ス

毎
度
お
な
じ
み
流
浪
の
企

画
ウ
ェ
ル
カ
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
で
す
。
対
戦
チ
ー
ム
の
選

手
を
紹
介
す
る
際
に
は
、
そ

の
チ
ー
ム
と
つ
な
が
り
の
あ

る
ナ
ン
バ
ー
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し

て
使
用
！

今
回
は
先
の
記
事
で
特

集
し
た
田
口
ト
モ
ロ
ヲ
さ

ん
と
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
～

挑
戦
者
た
ち
」
に
ち
な
ん
だ

あ
の
名
曲
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。

【
豆
知
識
】

筆
者
が
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｘ
～
挑
戦
者
た
ち
～
」
を
見

始
め
た
き
っ
か
け
は
「
史
上

最
大
の
集
金
作
戦

広
島

カ
ー
プ
～
市
民
と
ナ
イ
ン
の

熱
い
日
々
～
」
で
す
。

六月二十日(土曜日) 十三時

第一節 ＦＣマルヤス岡崎 対 栃木ウーヴァＦＣ

ＦＣマルヤス岡崎
公式ウェブサイト

http://fc-maruyasu.jp/
○試合、チケット、後援会の情報等が盛り沢山です○

於 豊田市運動公園陸上競技場

名
古
屋
城
再
建

金
の
シ
ャ
チ
ホ
コ
に
託
す

取
材
・
執
筆
・
文
責

ス
タ
ジ
ア
ム
Ｄ
Ｊ

本
日
の

ボ
ー
ル
パ
ー
ソ
ン

本
日
の
ボ
ー
ル
パ
ー
ソ
ン

は
、
岡
崎
東
高
校
サ
ッ
カ
ー

部
の
皆
さ
ん
で
す
。
試
合
運

営
へ
の
ご
協
力
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
来
場
の
皆
様
、
是
非
温

か
い
拍
手
を
お
送
り
く
だ

さ
い
。


